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金沢水再生センター前処理施設包括的管理委託 

評価方法及び落札者決定基準 

 

１ 落札者の決定の基本的考え方 

落札者の決定の基本的な考え方は、次のとおりである。 

 

 

 

２ 入札参加資格確認 

 

入札参加資格は、地方自治法の指名停止措置等を受けていない等の欠格要件および類似施設等に

関する運転管理実績等により定める。詳しくは入札説明書第６項を参照。 

なお、入札参加者が 1 社であっても、本書に規定したとおりの手順によって評価・選定を行うも

のとする。 

 

①参加資格確認 

入札書類受付 

②基礎審査 

③本審査 

落札者の決定 

失格 
参加資格を欠く場合 

参加資格を満たしている場合 

３．に掲げる各条件を満たしていない場合 

３．に掲げる各条件を満たしている場合 

提案内容の定量化による順位付け・局内手続 

失格 

D 評価があった場合 
失格 
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３ 基礎審査 

 

入札参加資格を確認された企業は、入札書類を提出する。入札書類の審査は、基礎審査と本審査

に分かれる。基礎審査は、以下の審査を行い、全ての条件を満たしている場合に本審査に進めるも

のとする。 

 

（１） 価格審査 

提案価格が予定価格を超過していないかの確認を行う。 

なお、この事業の公募において応募者がいない場合又は審査の結果によりすべての提案にお

いて予定価格を超過する場合には、落札者の決定を行わないことがある。 

 

（２） 技術審査 

提案が、特記仕様書に定められた条件を全て満たしていることの確認を行う。また、不明点

がある場合に内容確認のヒアリングを行うことがある。 

 

４ 本審査 

 

本審査は、加算方式による評価を行う。 

総合評価点は 1,100 点満点とし、価格に関する配点を 500 点、業務提案の質に関する配点を 600

点とする。 

点数は小数点以下第 3 位を四捨五入して小数点以下第 2 位まで算出し、同点者がある場合はく

じ引きにより落札者を決定する。 

 

総合評価点（1,100 点満点）＝価格に関する評価点（500 点満点）＋質に関する評価点（600 点満点） 

 

（３） 価格審査 

以下の計算式により価格に関する評価点を算出する。 

 

A 社の価格に関する評価点（500 点満点）＝（最低応札価格）／（A 社の応札価格）× 500 

 

（４） 提案評価 

質に関する評価点は、①に示す評価項目ごとに、②に示す点数化方法によって評価を行い、

その合計点として算出する。ここで、一項目でも D 評価があった参加者は失格とする。 

なお、審査にあたってヒアリングを行うことがある。 
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①評価項目 

評価項目 評価の視点 小項目 配点 評価内容 期待する評価内容の例 

実施方針 前処理施設の特

性を十分に理解

しているか。 

①本事業に

対する理解

度・確実な

処理 

60 前処理施設の性格理解 前処理施設の特性を踏まえ

た、運転・維持管理におけ

る方針 

工場排水の処理実績に

基づいた技術的総合管

理能力の高さ 

工場排水の処理実績を踏ま

えた、本事業に必要となる

能力についての考え方 

利用企業への配慮 市の利用企業に対する説明

責任を踏まえた提案 

業務実施

体制 

安定・継続的な

運転管理を行う

体制となってい

るか。 

②人員配置 60 適正な人員配置、有資格

者の配置、教育研修体制

具体的な人員配置計画（有

資格者の配置を含む）や、

想定される様々の事象に対

応できる体制 
従業員の研修・教育の内容 

③マネジメ

ント 

70 鳥浜第一・福浦に対する

統一的な管理、運営管理

業務体制 

PDCA を含む管理の体制や

具体的実施方法 

会社全体のバックアッ

プ体制 

通常時のバックアップ体制 

引継ぎ時の協力体制 前受託者からの引継ぎ及び

次受託者への引継ぎの両方

を円滑に行うための考え

方、体制等 

運転管理

計画 

運転管理方法は

妥当なものか。 

セルフモニタリ

ングは機能する

か。 

④ 運 転 計

画・薬品等

の調達 

60 施設全体の運転、処理状

況の把握と管理 

総合的な運転計画の考え方 

市の工事計画との整合

性 

市の整備計画と整合した計

画 

年間を通じた安定稼働、

効率運転に向けた計画 

定期点検や運営管理業務と

整合した運転計画の考え方 

薬品、油脂類、材料等の

適正な調達管理、選定基

準の考え方 

薬品等の調達管理の考え方

と具体的な体制、管理方法 

⑤水質・汚

泥管理 

60 水質や汚泥の適正な管

理 

流入水・処理水水質や汚泥

の測定と、測定結果に応じ

た対応策 

流入量や水質変化時の

対応 

（異常流入・流入水質異

常等） 

水質・水量変動に対する認

識と、変動時の具体的な対

応方法 

有効利用や埋立基準に シアン、クロムの管理方法、
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評価項目 評価の視点 小項目 配点 評価内容 期待する評価内容の例 

適合した汚泥処理 汚泥処理・汚泥減量化の考

え方 

維持管理

計画 

維持管理の体

制、実施基準、

方法等は施設の

管理を委ねるの

に適切か。 

⑥ 定 期 点

検・軽微な

修繕 

100 適切な日常点検と定期

点検 

日常点検、定期点検の内容、

具体的な計画 

予防保全の考え方、維持

管理データの蓄積と活

用 

予防保全の考え方、具体的

な方策や実施体制、維持管

理データの具体的な活用策 

軽微な修繕の実施手続

き、修繕先の選定方法 

軽微な修繕の具体的な実施

手続き（市との連携方策、

実施内容の判断方法、実施

体制等）、外注の考え方 

安全、防犯、環

境等に配慮した

計画となってい

るか。 

⑦環境への

配慮 

40 安全・防犯等への取り組

み、臭気の低減化、環境

行動（地域貢献、場内美

化、緑化）、省エネ 

市の取り組みを踏まえた上

で、受託者としての具体的

な取組内容 

リスク管

理 

施設の特性を踏

まえたリスク項

目を把握してい

るか。それに対

する対応体制は

適切か。 

⑧緊急時の

体制、リス

ク項目と対

応策 

100 事故、故障、災害時の緊

急時対応、会社全体とし

てのバックアップ体制 

緊急時に確実に対応するた

めの準備や体制、緊急時の

バックアップ体制 

災害、故障等の具体的対

応策 

災害、故障等の発生時にお

ける具体的な対応策 

緊急時のマニュアル整

備、定期訓練 

緊急時に備えた取り組みの

具体的内容 

独自提案 上記以外で優れ

た提案がある

か。 

⑨優れた提

案 

50 応募者の創意工夫によ

る追加的な提案、地域活

性化や、本事業に対する

高度な提案 

その他、市のニーズを踏ま

えた有効な提案 

合計 600   

 

②加算点の点数化方法 

評価 評価の意味合い 点数化方法 

A 当該評価項目において、特に優れている （配点）×1.0 

B 当該評価項目において、優れている （配点）×0.75 

C 当該評価項目において、最低限の水準である （配点）×0.5 

D 当該評価項目において、最低限の水準を満たしていない （配点）×0.0 

以上 


